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桐生市交通ビジョンを策定しました

子
ど
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子
育
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う

　
子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
公
共

交
通
の
充
実
や
、
子
ど
も
の
通
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に
役
立
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通
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み
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く
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広
い
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代
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象
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し
た
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通
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境
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習
（
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ビ
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ィ
・
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ネ

ジ
メ
ン
ト
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）
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車
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ど
を
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利
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。
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市
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域
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両
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体
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。
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桐
生
市
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「
ゆ
っ
く
り
ズ

ム
の
ま
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桐
生
」
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掲
げ
、

「
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ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て

内
閣
府
の
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定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
先
端
技
術
と
ゆ
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り
を
も
っ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
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融
合
に
よ
る

「
ゆ
っ
く
り
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ム
の
ま
ち　
桐
生
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の
実
現
に
向
け
、
交
通
分
野
に
お

い
て
も
Ｍま

ゆ

Ａ
Ｙ
Ｕ
を
は
じ
め
と
し

た
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
積
極
的

な
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
官
民

共
創
の
も
と
で
一
層
加
速
し
て
い

き
ま
す
。

10
年
後
の
目
指
す
姿

　
自
家
用
車
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る

昨
今
の
傾
向
か
ら
脱
却
し
、
「
マ

イ
カ
ー
な
し
で
も
暮
ら
せ
る
エ
リ

ア
の
多
い
ま
ち
」
、
「
バ
ス
や
電

車
、
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
な
ど
多
彩
な
移
動

手
段
が
選
択
で
き
る
ま
ち
」
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
「
市
民
総
ぐ

る
み
」
で
、
未
来
へ
と
続
く
桐
生

の
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　「住んでみたい」「ずっと住み続けたい」と思ってもらえる桐生市を目指し、
「交通」の視点からまちづくりを考える基本構想です。
　私たち一人ひとりが、「自分ごと」として、まちの存続、ひとの暮らし、環
境負荷の低減に思いを寄せて、バスやタクシー、鉄道、道路など、交通環境の
あり方について学び考え、行動を変えていくことを推奨していきます。

「桐生市交通ビジョン」とは何ですか？

問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推進担当（☎内線386）

Ｑ

Ａ

◀本ビジョンの本編と概要版
は市ホームページにあります。

基
本
理
念

　市民一人ひとり「みんなが主主役」です。
　市民総ぐるみでの交通まちづづくりを推進します。
　複数の交通手段を適材適所で所で使い分けながら、楽しく快適に移動
できる「ときめく交通まちづくくり」を目指します。

「みんなで考え、みんなでつくる　
彩りモビリティでで　つなぐ未来交通」

３. すべての人に健康と福祉を

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう



7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）

目指す姿（10年後）
マイカーなしでも暮らせるエリアの多いまち

バスや電車、MAYUなど多彩な移動手段が選択できるまち

桐生市
（新里地区）

桐生市
（黒保根地区）

みどり市
桐生市

（桐生地区）

中心拠点

地域拠点

駅 交通体系（中央幹線軸）

交通体系（幹線軸）

交通体系（地域内交通）

交通体系（広域交通）広域幹線交通

乗って楽しい
魅力ある交通

環境負荷の少ない
車両の導入

※１　�M
モ ビ リ テ ィ

obility�a
アズ

s�a
ア

�S
サ ー ビ ス

ervice の略。移動そのものを一つのサービスとして捉え、あらゆる
移動手段を最適な方法で円滑につなぐこと。

※２　�人口減少・高齢化が進むなか、医療・福祉・商業などの生活機能と住居などがまとまっ
て立地し、さらにこれらの地区が公共交通によりネットワーク化されること。

M
マ ー ス

aaS の推進
※１

地域拠点
コンパクト・プラス・
ネットワークによる再編
・幹線軸の明確化
・地域内交通
・乗合タクシー、自家用有償旅客運送
・ボランティアによる助け合い

※２

近隣都市
（みどり市・伊勢崎市など）
生活圏のボーダーレス化
地域間の連携強化
・バス交通の相互連携
・広域バスの導入

中心拠点
桐生駅周辺
新たな移動形態の導入
・次世代モビリティ、福祉車両、
��スクールバス、民間タクシー
・カーシェアリング
・MaaSの推進、自動運転技術


